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三主

省
察
の
上
に
一
歩
前
進
を

　
釈
尊
二
千
五
百
年
祝
典
は
，
六
十
名

の
外
国
代
表
と
延
数
万
人
に
及
ぶ
国
内

仏
教
徒
が
参
加
し
て
成
功
裡
に
終
っ
た

　
全
日
仏
と
し
て
は
全
日
仏
教
徒
各
位

の
協
力
に
対
し
て
心
か
ら
の
感
謝
の
ほ

か
は
な
い
。

　
わ
れ
わ
れ
仏
教
徒
は
、
こ
の
祝
典
を

単
に
華
々
し
い
お
祭
り
さ
わ
ぎ
に
終
ら

せ
る
こ
と
な
く
。
こ
の
中
か
ら
多
く
を

学
び
と
り
、
今
後
の
精
進
を
誓
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ま
二
三
の
省
察
を

試
み
よ
う
。

　
矛
一
に
国
際
親
善
促
進
の
上
で
の
成

果
で
あ
る
。
戦
後
、
急
速
に
わ
が
国
民
、

特
に
仏
教
界
は
国
際
的
交
流
の
機
会
に

恵
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の

と
と
は
、
わ
れ
わ
れ
が
独
り
よ
が
り
や

民
族
的
偏
見
を
払
拭
し
、
真
に
平
等
な

親
善
友
好
の
関
係
を
う
ち
立
て
る
に
役

立
っ
て
き
た
。
今
回
の
祝
典
は
、
こ
の

気
運
を
一
層
促
進
し
た
。
こ
の
よ
う
な

経
験
を
通
じ
て
世
界
各
国
民
間
の
相
互

信
頼
は
確
立
さ
れ
、
そ
の
基
礎
の
上
に

こ
そ
真
の
世
界
平
和
は
顕
現
さ
れ
る
こ

と
と
信
ず
る
。

　
矛
二
に
祝
典
成
功
の
た
め
に
示
さ
れ

た
仏
教
界
の
協
力
態
勢
で
あ
る
。
一
つ

の
目
的
に
起
っ
て
の
協
力
が
如
何
に
重

要
で
あ
る
か
を
は
っ
き
り
教
え
ら
れ
た

こ
と
は
大
き
い
。
事
実
こ
の
祝
典
を
契

機
に
数
県
で
県
仏
の
組
織
化
が
進
ん
で

い
る
こ
と
が
、
こ
れ
を
裏
書
き
し
て
い

る
。
わ
れ
わ
れ
は
今
や
こ
の
自
明
の
平

凡
な
真
理
の
意
味
を
、
わ
が
も
の
と
し

て
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
矛
三
に
教
化
面
の
問
題
で
あ
る
。
全

日
仏
で
は
結
成
以
来
初
め
て
と
言
わ
れ

る
ほ
ど
大
量
の
教
化
資
料
を
全
国
的
に

作
製
配
布
し
、
講
師
団
を
各
地
に
派
遣

し
て
熱
意
を
も
つ
て
迎
え
ら
れ
、
好
評

を
得
た
。
在
来
、
や
製
も
す
る
と
仏
教

界
の
不
振
が
．
民
衆
の
宗
教
的
の
低
さ

や
無
関
心
性
に
責
任
転
化
さ
れ
る
き
ら

い
が
な
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
し
か

し
、
わ
れ
わ
れ
は
硯
代
に
お
い
て
正
し

い
視
点
に
立
脚
し
て
こ
の
問
題
解
決
に

努
力
す
れ
ば
、
必
ず
光
明
を
見
出
し
得

る
と
確
信
し
て
い
昏
。
今
回
の
祝
典
に

併
行
し
て
行
わ
れ
た
教
化
活
動
が
可
成

り
の
成
果
を
得
た
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ

に
希
望
を
抱
か
せ
る
。

　
以
上
、
若
干
の
点
に
ふ
れ
た
に
止
ま

る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
際
，
よ
く
祝

典
全
般
に
亘
っ
て
反
省
総
括
の
必
要
が

あ
ろ
う
。
か
く
て
こ
そ
全
一
仏
教
運
動

の
内
容
を
一
歩
一
歩
と
高
め
、
前
進
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
全
国
の
仏
教
徒
各
位
が
本
問
題
に
つ

い
て
積
極
的
な
意
見
を
寄
せ
ら
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
協
力
さ
れ
て
、
更

に
仏
教
興
隆
の
具
体
的
運
動
が
展
開
さ

れ
る
こ
と
を
心
よ
り
期
待
し
て
止
ま
な

い
。

！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

チ
ベ
ッ
ト
問
題
で
声
明
発
表

『
常
務
理
事
会
」
開
か
る

　
全
日
仏
で
は
去
る
四
月
二
十
日
午
前

十
一
時
三
十
分
よ
り
午
後
唄
時
三
十
分

に
亘
り
東
京
築
地
レ
ス
ト
ラ
ソ
サ
ボ
イ

に
於
て
常
務
理
事
会
を
開
催
し
た
。

先
ず
理
事
長
開
会
宣
言
の
後
．
常
務
理

事
、
西
沢
浩
仙
師
退
任
し
、
佐
々
木
泰

翁
師
が
新
任
さ
れ
た
旨
を
報
告
、
紹
介

し
て
議
事
に
入
っ
た
。
亦
、
曹
洞
宗
内

局
更
迭
に
伴
う
撫
仏
常
務
理
事
、
理
事

評
議
員
の
変
更
等
に
つ
き
報
告
が
な
さ

れ
承
任
さ
れ
た
。
次
に
チ
ベ
ッ
ト
聞
事

に
つ
い
て
石
川
国
際
局
長
よ
り
去
る
十

八
日
開
催
の
国
際
委
員
会
の
経
過
並
び

に
答
申
案
に
つ
い
て
報
告
の
後
協
議
に

入
り
、
左
記
の
内
容
を
盛
っ
て
全
日
仏

と
し
て
の
公
式
声
明
書
を
発
表
し
、
世

界
各
国
の
W
F
B
セ
ン
タ
ー
（
世
界
仏

教
徒
連
盟
支
部
）
並
び
に
国
内
加
盟
各

宗
派
、
団
体
．
役
員
な
ど
へ
夫
々
送
達

す
る
こ
と
に
決
定
さ
れ
た
。

の
文
化
財
保
護
の
立
場
か
ら
、
相
方
共

　
に
武
力
行
使
を
止
め
て
ほ
し
い
。

②
信
教
の
自
由
を
尊
重
し
て
ほ
し
い
。

⑤
仏
教
の
平
和
精
神
の
立
場
か
ら
速
や

　
か
に
武
力
行
為
を
止
め
て
ほ
し
い
。

　
な
お
声
明
書
の
成
交
化
に
つ
い
て
は

事
務
局
側
に
一
任
さ
れ
、
別
紙
の
通
り

の
声
明
書
交
案
が
提
出
さ
れ
、
理
事
長

朗
読
の
上
こ
れ
を
承
認
可
決
し
た
。

　
そ
の
他
の
議
題
は

○
　
釈
尊
二
干
五
百
年
祝
典
概
要
報
告

　
並
び
に
謝
意
伝
達
の
件
。

0
　
各
種
選
挙
の
件
。

○
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
於
け
る
ウ
エ
サ

　
カ
祭
に
日
本
代
表
派
遣
の
件
。

○
　
島
根
県
仏
教
会
加
盟
の
件
。

な
お
当
日
の
出
席
者
は
左
の
通
り
、

重
永
潜
、
佐
々
木
泰
翁
、
小
林
大
難

長
岡
慶
信
．
岩
野
真
雄
．
宮
谷
法
含

常
光
浩
然
、
中
山
理
々
、
太
田
淳
昭

田
丸
道
忍
、
口
田
日
宣
の
各
氏

事
務
局
側
か
ら
石
川
、
佐
瀬
両
局
長

高
橋
、
柳
部
長
。

　
声
　
　
明

本
会
は
、
チ
ベ
ッ
ト
に
起
き
た
今
回

の
問
題
に
関
し
．
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
が

国
外
に
身
を
置
か
ざ
る
を
得
ぬ
現
状

に
た
ち
至
っ
た
こ
と
を
大
い
に
遣
憾

と
し
、
事
態
の
進
展
を
憂
慮
し
て
左

の
通
り
内
外
に
声
明
す
る
。

信
教
の
自
由
が
尊
重
さ
れ
る
と
共
に

チ
ベ
ッ
ト
に
現
存
す
る
貴
重
な
る
仏

教
文
化
財
が
武
力
行
使
に
よ
っ
て
破

壊
さ
れ
な
い
こ
と
を
強
く
要
皇
し
、

釈
尊
の
慈
悲
の
大
精
神
に
基
づ
き
世

界
の
平
和
を
念
願
し
て
、
こ
の
地
上

に
武
力
行
為
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
を

熱
望
す
る
。

　
昭
和
島
四
年
四
月
二
十
日

　
　
　
　
　
全
日
本
仏
教
会

1
ー
チ
ベ
ツ
ト
問
題
を
討
議
口

　
　
　
　
【
国
際
委
員
会
】

　
中
共
の
チ
ベ
ッ
ト
に
対
す
る
行
動
は

国
際
的
に
異
常
な
ン
ヨ
ツ
ク
を
投
げ
か

け
て
い
る
が
、
全
日
仏
で
は
去
る
四
月

十
八
日
午
前
十
一
時
に
東
京
銀
座
三
笠

会
館
に
於
て
国
際
委
員
会
（
委
員
長
伊

藤
述
史
氏
）
を
招
集
し
，
左
記
の
件
に

つ
き
熱
心
に
詮
議
し
午
後
二
時
頃
散
会

し
た
。

　
　
国
際
委
員
会
答
申
事
項

諮
問
事
項
　
全
日
仏
は
チ
ペ
ツ
ト
問
題

　
を
如
何
に
取
扱
う
べ
き
か
。

答
申
事
項

一
、
チ
ペ
ツ
ト
の
仏
教
文
化
財
が
武
力

　
行
使
に
よ
っ
て
破
壌
さ
れ
な
い
よ
う

　
に
要
塁
す
る
。

二
、
武
力
行
使
の
な
い
こ
と
冷
要
望
す

　
る
。

三
、
一
九
五
一
年
の
中
共
と
チ
ベ
ッ
ト

　
と
の
協
約
に
あ
る
信
教
の
自
由
、
特

　
に
ラ
マ
教
の
尊
重
を
保
証
し
て
い
る

　
矛
七
条
が
尊
重
さ
れ
る
こ
と
を
要
望

　
す
る
。

四
、
チ
ベ
ッ
ト
問
題
研
究
調
査
機
関
を

　
全
日
仏
内
に
設
置
し
て
も
ら
い
た
い

五
、
要
皇
事
項
の
取
扱
方
を
全
日
仏
事

　
務
局
に
一
任
す
る
。

参
院
選
に
立
候
補
の

　
仏
教
関
係
者
を
推
薦

　
在
釆
、
国
会
に
は
仏
教
議
員
連
盟
が

超
党
派
的
に
組
織
さ
れ
て
仏
教
界
の
発

展
に
つ
い
て
種
々
配
慮
さ
れ
、
ま
た
国

政
上
に
仏
教
の
真
精
神
を
生
か
し
て
、

正
し
い
政
治
の
あ
り
方
を
実
現
す
べ
く

努
力
し
て
き
た
が
、
来
る
べ
き
参
議
院

議
員
選
挙
に
は
、
仏
教
関
係
者
と
し
て

次
の
各
氏
が
出
馬
さ
れ
る
予
定
で
あ
る

　
こ
れ
ら
各
氏
の
当
選
は
議
員
連
盟
を
・

一
層
強
化
す
る
も
の
と
し
て
、
仏
教
各

界
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
大
谷
よ
し
雄
、
北
畠
教
真
、
山
本

　
杉
、
赤
松
常
子
（
以
上
全
国
区
）

　
海
野
三
朗
（
山
形
）

　
な
お
．
全
日
仏
で
は
従
来
通
り
、
こ

れ
ら
仏
教
関
係
立
候
補
者
を
推
薦
し
、

全
員
当
選
を
期
待
し
て
い
る
。

’

，

｝“　　r二　，
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仏
教
徒
の
結
集
で
盛
会

二
千
五
百
年
祝
典
成
功
裡
に
お
わ
る

府
県
仏
の
組
織
化
も
進
む

　
去
る
三
月
二
十
七
日
よ
り
三
十
一
日

に
及
ぶ
、
釈
尊
二
千
五
百
年
を
讃
え
る

会
（
会
長
石
橋
湛
山
）
主
催
に
よ
る
東

京
で
の
ブ
ッ
ダ
・
ジ
ヤ
ヤ
ン
テ
イ
に
引

き
続
き
、
釈
尊
二
千
五
百
年
祝
典
実
行

委
員
会
（
全
日
仏
）
と
各
地
区
実
行
委

員
会
は
、
四
月
一
日
よ
り
九
日
ま
で
、

京
都
、
奈
良
、
大
阪
、
広
島
．
福
岡
、

愛
知
、
福
井
、
石
川
、
静
岡
．
神
奈
川

山
形
、
栃
木
、
の
各
府
県
に
お
い
て
盛

大
な
各
地
方
大
会
を
開
催
し
て
、
釈
尊

の
二
干
五
百
年
を
慶
讃
し
．
各
国
代
表

に
心
か
ら
歓
迎
の
誠
意
を
あ
ら
わ
し
た

　
今
回
の
大
会
に
は
、
十
一
ケ
寸
寸
六

十
名
の
外
国
代
表
が
出
席
し
た
が
，
こ

の
よ
う
に
多
数
の
代
表
を
迎
え
る
こ
と

は
、
去
る
昭
和
二
十
七
年
の
矛
二
回
世

界
仏
教
徒
会
議
以
来
の
こ
と
で
あ
り
、

限
ら
れ
た
予
算
と
陣
容
を
以
て
す
る
事

務
局
は
今
年
初
頭
以
来
全
く
こ
の
大
会

開
催
の
準
備
に
忙
殺
さ
れ
て
き
た
。
ま

た
各
地
方
大
会
開
催
地
で
も
、
地
元
仏

教
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
早
く
か
ら
各

界
の
協
力
を
呼
び
か
け
て
準
備
万
軒
怠

り
な
く
、
大
会
成
功
の
た
め
に
回
国
さ

れ
た
。

　
こ
の
大
会
の
た
め
、
全
日
仏
で
は
既

に
昨
夏
，
釈
尊
二
干
五
百
年
祝
典
実
行

委
員
会
を
組
織
し
て
．
仏
教
各
界
の
機

能
と
力
量
を
総
結
集
す
る
態
勢
を
整
え

度
重
ね
て
の
実
行
委
員
会
、
常
任
実
行

委
員
会
、
各
専
門
委
員
会
を
開
催
し
て
、

構
想
を
練
り
、
実
策
を
打
ち
出
し
て
積

極
的
に
行
動
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

こ
の
大
会
を
大
衆
的
な
規
模
の
集
会
と

し
て
ゆ
く
と
共
に
，
併
せ
て
ポ
ス
タ
ー

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
学
↓
レ
・
ト
等
の

教
化
資
料
を
作
製
配
布
し
た
り
．
講
師
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団
を
結
成
し
て
派
遣
す
る
等
に
よ
っ
て

教
化
活
動
を
つ
よ
め
、
国
内
的
に
仏
教

興
隆
の
一
大
契
機
と
し
て
こ
れ
を
生
か

し
て
ゆ
く
こ
と
を
大
き
な
目
標
と
定
め

て
努
力
が
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
努
力
目
標
に
向
っ
て
の

本
部
と
各
地
方
実
行
委
員
と
の
協
力
は

各
地
方
大
会
を
多
角
的
な
内
容
の
あ
る

集
会
と
し
て
可
成
り
の
成
果
を
収
め
得

た
も
の
と
し
て
各
方
面
の
注
、
目
を
集
め

て
い
る
。

　
ま
た
各
府
県
仏
教
会
で
は
、
今
回
の

大
会
開
催
の
過
程
で
の
協
力
を
通
じ

て
、
内
部
的
な
組
織
強
化
を
進
め
て
い

る
こ
と
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

大
会
出
席
の
各
国
代
表
は
、
大
会
の
盛

会
を
よ
ろ
こ
び
，
併
せ
て
，
各
地
方
の

歓
迎
に
感
謝
と
敬
意
を
表
し
つ
」
、
そ

れ
ぞ
れ
無
事
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。

な
お
、
全
日
仏
で
は
、
各
地
方
大
会
に

次
の
よ
う
な
会
長
挨
拶
を
お
く
り
，
心

か
ら
の
よ
ろ
こ
び
を
表
明
し
た
。

　
　
会
長
挨
拶
（
要
旨
）

　
釈
尊
の
尊
い
教
え
は
、
わ
が
国
民
は

言
う
ま
で
も
な
く
、
ア
ジ
ア
諸
国
民
の

精
神
生
活
の
上
で
大
き
な
導
き
の
糸
と

な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
の
ア
ジ
ア
の
国
々
は
．
い
ま
力
強

い
姿
で
世
界
史
の
上
に
新
し
い
地
歩
を

占
め
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
時
期

に
一
昨
年
来
釈
尊
二
五
五
百
年
前
讃
え

る
祝
典
が
、
ア
ジ
ア
各
国
で
行
わ
れ
て

き
た
こ
と
は
、
決
し
て
故
な
し
と
し
な

い
こ
と
」
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
釈
尊
の
み
教
え
こ
そ

が
、
入
々
に
正
し
い
心
ゆ
た
か
な
生
活

の
道
を
さ
と
し
、
現
代
世
界
に
真
の
平

和
を
顕
現
す
る
光
明
で
あ
る
ご
と
を
か

た
く
信
じ
て
疑
い
ま
せ
ん
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
記
念
す
べ
き
釈

尊
二
千
五
百
年
祝
典
を
契
機
と
し
て
、

い
よ
い
よ
深
く
正
法
に
ま
な
び
、
わ
が

国
仏
教
徒
の
力
を
全
国
的
に
結
集
し
て

世
界
の
仏
教
徒
と
協
力
を
強
め
、
人
類

の
福
祉
増
進
に
貢
献
す
べ
く
精
進
を
誓

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
御
来
会
の
皆
様
と
共
に
、
仏

陀
の
慈
光
に
心
か
ら
の
感
謝
を
棒
げ
て

本
大
会
へ
の
お
よ
ろ
こ
び
の
こ
と
ば
と

い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
合
　
裳

　
　
　
全
日
本
仏
教
会

　
　
　
　
　
会
長
．
高
　
階
　
朧
　
仙

な
お
、
こ
ん
ど
の
大
会
へ
参
加
し
た
各

国
代
表
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

出
席
各
国
代
表
］

ビ
ル
マ
（
六
名
）

　
ウ
・
ウ
ェ
・
ポ
ン
・
ラ
師
、
ウ
・
コ

　
ウ
・
タ
ン
ラ
師
．
ウ
・
ケ
・
メ
イ
ン

　
ダ
師
、
ウ
・
ダ
ン
マ
サ
ヲ
師
（
以
上

　
は
門
司
ピ
ー
ス
パ
ゴ
ダ
の
開
教
師
）

　
ウ
・
ボ
・
ギ
ー
辺
土
（
最
高
裁
判
事
）

　
ウ
．
、
、
、
ヨ
ゥ
・
タ
ン
氏
（
大
使
官
書

　
記
官
）

カ
ン
ボ
ヂ
ヤ
（
三
選
）

　
タ
ッ
ク
・
プ
ラ
ン
師
（
モ
馬
引
ヵ
イ

　
派
）
、
ソ
ツ
ク
・
ユ
ー
ソ
師
（
ダ
ン

　
マ
ユ
ツ
タ
派
）
、
ユ
ー
ン
・
チ
ョ
ウ

　
ム
氏
（
仏
教
協
会
事
務
総
長
）

セ
イ
ロ
ン
（
十
二
名
）

　
ア
ム
ヌ
ガ
マ
・
ラ
ー
ジ
ヤ
グ
ル
・
ス

　
リ
・
ウ
イ
パ
ッ
シ
師
（
キ
ャ
ン
デ
ィ

　
仏
諸
寺
住
職
）
、
K
・
マ
ハ
ー
ナ
ー

　
マ
師
（
ヴ
ア
ジ
ラ
マ
や
寺
仕
」
贈
燗
）
、

　
ピ
ア
ダ
ッ
シ
師
（
全
セ
イ
ロ
ン
仏
教

　
学
生
同
盟
理
事
長
）
、
W
・
サ
ッ
テ

　
ィ
サ
ラ
師
（
ピ
リ
ヴ
エ
ー
ナ
寺
）
、

　
ア
ン
バ
ラ
ソ
ゴ
ダ
・
チ
ヤ
ン
ド
ラ
シ

　
畢
リ
師
（
在
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
開
教
師
）

唐
早
ヤ
ゥ
イ
ー
ラ
・
ク
ル
ッ
プ
文
化

　
大
臣
、
V
・
C
・
ジ
ヤ
ヤ
ス
リ
や
丈

　
化
次
官
．
K
・
A
・
ア
ル
バ
ー
ト
・

　
ペ
レ
ラ
氏
（
シ
ン
ハ
リ
ー
ズ
商
工

　
会
議
所
会
頭
）
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・

　
ペ
レ
ラ
夫
人
、
ス
リ
ャ
・
コ
ダ
ゴ
ダ

　
嬢
（
セ
イ
ロ
ン
仏
婦
）
、
マ
リ
ヵ
・

　
ペ
レ
ラ
嬢
（
同
）
、
L
・
ア
ム
ヌ
ガ

　
マ
氏
（
セ
イ
ロ
ン
仏
教
会
）

イ
ン
ド
（
五
名
）

　
ア
ー
ナ
ソ
ド
・
コ
ウ
サ
リ
ア
ヤ
ナ
師

　
　
（
サ
ル
ナ
ー
ト
仏
寺
高
僧
）
、
デ
ヴ

　
ア
プ
リ
ア
・
ヴ
ア
リ
シ
ン
ハ
博
土

　
　
（
印
度
大
菩
提
会
事
務
総
長
）
、

　
P
・
V
・
パ
パ
ッ
ト
教
授
（
デ
リ
ー

　
大
）
、
P
・
R
・
ム
ル
テ
イ
教
授

　
（
ヒ
ン
ズ
ー
大
）
、
ナ
リ
ソ
ナ
ク
シ

　
ヤ
・
ダ
ッ
ト
氏
（
国
会
議
員
）

ラ
オ
ス
（
三
名
）

　
フ
ラ
・
マ
ハ
・
カ
ム
タ
ン
師
（
山
霧
僧
）

　
サ
ン
ヵ
ソ
ホ
ッ
ク
師
（
同
）
、
ク
ル

　
ォ
ン
グ
・
バ
ト
ウ
ム
ザ
ツ
ト
氏
包
ホ

　
教
局
長
）

マ
ラ
ヤ
（
七
名
）

　
K
。
ダ
ン
マ
ナ
ン
ダ
師
（
ク
ア
ラ
ル

　
ソ
プ
ー
ル
寺
院
貫
主
）
、
リ
ム
・
ヨ
ウ

　
・
ッ
ー
ン
氏
（
ペ
ナ
ン
仏
教
会
長
）

　
リ
ム
・
ヨ
ウ
・
ツ
ー
ン
夫
人
、
ホ
ウ

　
・
ス
ク
・
フ
オ
ン
グ
夫
人
（
ペ
ナ
ン

　
仏
教
会
）
、
タ
ー
ン
・
エ
・
ク
ホ
ー

　
女
史
（
同
）
、
、
リ
ム
・
チ
エ
ン
グ
・

　
デ
イ
ー
女
史
（
同
）
、
リ
ム
・
ア
ン

　
グ
・
ラ
ム
嬢
（
同
）

パ
キ
ス
タ
ン
（
二
名
）

　
ヴ
イ
ス
ツ
ダ
ナ
ン
ダ
師
（
仏
教
会
長
）

　
パ
ン
ギ
シ
ヤ
・
ビ
ク
シ
ユ
師
（
仏
教

会
事
務
長
）

中
華
民
国
（
四
名
）

　
エ
ソ
・
パ
イ
師
（
善
導
寺
住
職
）
、

　
チ
ユ
ゥ
・
ハ
ン
・
ピ
ン
氏
（
立
法
委

　
員
）
、
ウ
ー
・
チ
エ
ン
・
シ
ン
氏

　
（
仏
教
大
教
授
）
、
リ
ー
・
テ
イ
エ

　
ン
．
チ
ユ
ソ
氏
（
台
湾
大
教
一
撹
）

　
　
　
　
　
　
　
（
三
頁
五
段
目
え
）

δ
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ひ

仏
教
興
隆
に
眞
の
内
壁

1
釈
尊
二
千
五
百
年
記
念
善
道

　
全
日
仏
で
は
、
釈
尊
二
三
五
百
年
祝
典
実
行
委
員
会
を
構
成
し
て
、
各
地
各

界
と
協
力
し
て
、
去
る
四
月
一
日
よ
り
九
日
ま
で
．
全
国
各
主
要
都
市
で
ブ
ッ

ダ
・
ジ
ャ
ヤ
ン
テ
イ
を
盛
大
に
挙
行
し
た
が
、
こ
の
際
、
釈
尊
讃
歌
の
楽
譜
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
人
間
の
道
」
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
ア
ジ
ア
の
光
」
、
子
供
用

絵
本
「
は
な
ま
つ
り
」
等
大
量
の
教
化
資
料
を
作
製
配
布
し
て
教
化
活
動
の
推

進
を
は
か
る
と
共
に
、
講
師
団
を
編
成
し
て
．
各
地
の
要
望
に
よ
り
記
念
伝
道

講
演
会
に
講
師
を
派
遣
し
た
。

　
こ
の
釈
尊
二
干
五
百
年
記
念
伝
道
は

開
催
各
地
で
非
常
な
好
評
を
え
、
日
頃

中
央
か
ら
の
講
師
に
必
ず
し
も
恵
ま
れ

て
い
な
か
っ
た
各
地
で
、
多
く
の
聴
衆

を
動
員
し
て
成
功
を
お
さ
め
た
。

　
因
み
に
各
地
講
演
会
の
模
様
を
紹
介

し
て
お
く
と
。

静
　
岡

　
去
る
二
月
二
十
五
日
静
岡
市
宝
台
院

　
ホ
ー
ル
で
、
静
岡
県
仏
教
婦
入
会
結

　
成
大
会
が
開
か
れ
た
が
、
来
る
べ
き

　
静
岡
県
釈
尊
二
干
五
百
年
祝
典
の
一

　
環
と
し
て
記
念
講
演
会
が
開
か
れ
、

　
久
保
田
正
文
講
師
が
「
今
日
の
生
活

　
と
仏
教
」
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
、
聴

　
衆
は
仏
教
徒
と
し
て
の
責
任
の
重
さ

　
を
自
覚
し
て
成
功
裡
に
閉
会
し
た
。

　
ま
た
、
四
月
五
日
に
は
、
斉
藤
栄
三

　
郎
講
師
を
迎
え
て
興
津
町
で
記
念
講

　
演
会
が
開
か
れ
、
非
常
な
盛
会
を
極

　
め
た
。

広
　
島

　
同
地
で
は
、
釈
尊
を
讃
え
る
広
島
大

会
中
央
大
会
で
増
永
霊
亀
講
師
に
よ

　
る
「
釈
尊
の
真
精
神
と
現
代
の
生

　
活
」
と
題
す
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ

　
二
干
名
余
の
参
会
者
に
深
い
感
銘
を

　
与
え
た
。

石
　
川

　
石
川
県
で
は
．
舟
橋
一
哉
、
香
月
乗

　
光
、
長
田
恒
雄
、
花
山
信
勝
の
各
講

　
師
が
広
く
全
県
下
に
亘
っ
て
出
講
さ

　
れ
、
そ
れ
み
＼
五
百
名
か
ら
一
干
名

　
に
及
ぶ
大
衆
を
集
め
て
非
常
な
成
功

　
を
お
さ
め
た
。
即
ち
、
四
月
四
日
午

　
後
一
時
津
幡
町
（
舟
橋
・
長
田
）

　
同
午
後
八
時
森
本
町
（
舟
橋
・
長

　
田
）
、
五
日
午
前
十
時
小
松
市
（
舟

　
橋
）
同
午
後
一
時
加
賀
市
（
舟
橋
）

　
同
二
時
鶴
来
別
院
（
長
田
）
、
六
日

　
午
前
十
時
金
沢
（
長
田
）
同
午
後
二

　
時
松
住
町
（
舟
橋
）
、
七
日
午
後
七

　
時
金
沢
（
香
月
・
花
山
）
、
八
日
午

　
後
一
時
羽
帯
市
（
香
月
）
同
午
後
二

　
時
金
沢
市
（
花
山
）
と
多
く
の
各
地

　
で
講
演
会
が
開
か
れ
集
中
的
な
伝
道

　
と
し
て
各
方
面
の
注
目
を
集
め
て
い

　
る
。

山
　
形

　
山
形
で
は
外
国
代
表
を
迎
え
て
の
、

　
ブ
ッ
ダ
・
ジ
ヤ
ヤ
ン
テ
イ
で
、
に
ぎ

　
や
か
に
大
衆
の
動
員
が
行
わ
れ
た
あ

　
と
、
去
る
四
月
十
九
日
よ
り
二
十
二

　
日
に
亘
り
、
各
地
で
記
念
講
演
会
を

　
開
催
し
て
、
仏
教
精
神
の
昂
揚
に
大

　
き
な
役
割
を
果
し
た
。
即
ち
、
結
城

　
令
聞
、
山
本
洋
一
の
両
講
師
を
迎
え

　
て
。
十
九
日
に
は
米
沢
市
、
二
十
日

　
は
山
形
市
の
山
形
大
学
と
中
央
公
民

　
館
の
二
ヶ
所
、
二
十
一
日
は
寒
河
江

　
市
、
二
十
二
日
は
鶴
岡
市
と
酒
田
市

　
と
県
下
主
要
都
市
全
般
に
亘
っ
て
広

　
く
大
衆
を
集
め
た
講
演
会
が
開
か
れ

　
た
。
結
城
講
師
は
「
仏
陀
の
出
現
を

　
讃
え
、
仏
教
の
現
代
的
意
義
を
憶

　
う
」
と
題
し
、
ま
た
山
本
講
師
は

　
「
科
学
時
代
の
仏
教
」
と
題
し
て
、

　
そ
れ
ぞ
れ
萢
蓄
を
傾
け
た
講
述
に
聴

　
衆
を
仏
教
の
真
精
神
に
触
れ
し
め
る

　
大
き
な
役
割
を
果
さ
れ
た
。
な
お
山

　
形
県
下
で
は
、
今
回
の
ジ
ヤ
ヤ
ン
テ

　
イ
、
記
念
講
演
等
等
を
通
じ
て
県
仏

　
教
会
組
織
化
へ
の
動
き
が
高
ま
っ
て

　
お
り
．
近
く
正
式
に
発
足
と
い
う
成

　
果
が
得
ら
れ
る
模
様
で
あ
る
。

な
お
、
更
に
来
る
山
月
八
・
九
の
両
日

に
は
岩
手
県
と
福
岡
県
で
、
そ
れ
み
r
＼

記
念
講
演
会
が
開
か
れ
．
山
本
洋
一
、

長
田
恒
雄
の
両
講
師
が
派
遣
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。

岩
　
手

　
岩
手
県
仏
で
は
、
か
ね
て
活
仏
と
し

　
て
の
活
動
強
化
に
つ
い
て
協
議
を
進

　
め
て
い
た
が
、
今
般
の
釈
尊
二
千
五

　
百
年
祝
典
を
記
念
し
て
県
仏
の
祝
典

　
を
開
催
し
、
ま
た
講
演
会
を
開
い
て

　
教
化
の
実
を
挙
げ
た
。

　
即
ち
、
五
月
八
日
盛
岡
市
で
山
本
洋

　
4
講
師
を
迎
え
て
、
祝
典
と
講
演
会

　
九
日
は
花
巻
市
で
講
演
会
を
開
き
、

　
そ
れ
ぞ
れ
盛
会
で
あ
っ
た
。

　
な
お
，
岩
手
県
仏
で
は
、
今
回
の
祝

　
典
を
契
機
に
正
式
に
全
日
仏
に
加
盟

　
し
．
全
一
運
動
推
進
に
協
力
さ
れ
る

　
こ
と
に
な
っ
た
。

福
　
岡

　
福
岡
県
仏
は
、
今
回
の
祝
典
で
盛
大

　
な
地
方
大
会
を
開
い
た
が
、
こ
れ
を

　
う
け
つ
い
で
五
月
九
、
十
、
十
一
日

　
の
三
日
間
に
亘
り
、
長
田
恒
雄
講
師

　
を
招
い
て
．
福
岡
市
、
久
留
米
市
等

　
で
充
実
し
た
講
演
会
を
開
催
し
た
。

セ
イ
ロ
ン
へ
観
掛
日
像
と

賂
利
郡
協
力
金
を
贈
る

▽
ク
ル
ッ
プ
文
化
相

　
　
　
　
　
迎
え
贈
呈
式
△

　
全
日
仏
で
は
釈
尊
二
千
五
百
年
祝
典

に
セ
イ
ロ
ン
代
表
と
し
て
来
日
し
た
、

交
化
大
臣
ジ
ヤ
ヤ
ウ
イ
ー
ラ
・
ク
ル
ッ

プ
閣
下
、
ジ
ヤ
ヤ
ス
リ
や
丈
化
省
次
官

及
び
駐
日
セ
イ
ロ
ン
大
使
ス
サ
ン
タ
・

ド
ウ
・
フ
オ
y
セ
カ
閣
下
を
去
る
三
月

三
十
一
日
午
後
三
時
東
京
築
地
本
願
寺

に
招
き
、
セ
イ
ロ
ン
国
ア
マ
ラ
ビ
ハ
ー

ル
（
在
コ
ロ
ン
ボ
市
郊
外
）
へ
贈
る
観

世
音
菩
薩
像
一
躰
（
ブ
ロ
ン
ズ
像
）
を

自
運
面
相
へ
、
全
日
仏
副
会
長
増
田
日

並
師
か
ら
手
交
さ
れ
た
。
同
仏
像
は
国

際
平
和
観
音
鐙
仰
会
（
会
長
古
川
為
三

郎
氏
）
の
提
供
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

同
時
に
H
昨
年
来
、
コ
ロ
ン
ボ
市
に
建

設
中
の
舎
利
仏
、
目
連
二
大
尊
者
の
聖

骨
堂
建
設
資
金
の
一
部
と
し
て
各
仏
教

【
二
頁
よ
り
】

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（
一
名
）

ダ
ン
マ
・
ス
ツ
カ
師
（
仏
教
会
長
）

タ
　
イ
（
十
四
名
）

　
ソ
ム
デ
ツ
ク
・
フ
ラ
・
ヴ
ア
ナ
ラ
タ

　
師
（
僧
伽
総
一
理
）
、
ソ
ム
デ
ツ
ク
フ

　
ラ
、
マ
ハ
ー
・
ヴ
イ
ラ
ヴ
オ
ン
グ
サ

　
師
（
僧
伽
外
周
）
、
フ
ラ
。
マ
ハ
ー

　
・
プ
ラ
チ
ユ
ア
ブ
師
（
高
僧
）
、
フ

　
ラ
・
マ
ハ
ー
・
チ
ヤ
ウ
イ
ン
師
（
同
）

　
M
C
プ
ー
ン
・
ピ
ス
マ
イ
・
デ
ィ
ス

　
ク
ル
妃
殿
下

　
M
C
パ
タ
ナ
ユ
・
デ
イ
ス
ク
ル
妃
殿

下
、
M
L
ポ
ソ
グ
・
マ
ラ
ク
ル
夫
人

　
（
仏
教
会
）
、
フ
ー
ソ
グ
。
ス
リ
ヴ

　
イ
チ
マ
ー
ソ
氏
（
宗
教
大
臣
）
、
ブ

　
ラ
コ
ン
・
ス
リ
ヴ
イ
チ
ヤ
ー
ソ
夫
人

　
、　
（
仏
教
会
）
、
プ
ー
・
ロ
チ
ヤ
ナ
プ

　
ラ
ナ
ソ
ダ
氏
（
虐
不
教
局
長
）
、
ソ
ム

　
フ
オ
ー
ソ
・
テ
ー
プ
シ
ツ
タ
氏
（
仏

　
青
会
長
）
、
テ
イ
プ
オ
ー
ソ
．
テ
ー

　
ブ
シ
ッ
タ
女
史
（
仏
教
会
）
、
ス
ラ

　
シ
●
ヴ
イ
ラ
ヴ
オ
ン
グ
氏
（
同
）
、

　
チ
ツ
ト
・
ヴ
イ
バ
サ
タ
ヴ
ア
ッ
ト
氏

　
（
同
）

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
（
仮
名
）

　
タ
ソ
・
テ
イ
エ
ソ
・
ホ
ア
師
へ
高
僧
）

　
ニ
エ
ン
・
マ
・
ヒ
ュ
ー
ム
師
（
同
）

　
ド
ー
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ホ
ー
ン
師
（
同
）

　
ニ
エ
ソ
。
ザ
ソ
・
パ
オ
師
（
同
）
、

　
ダ
ム
・
フ
オ
ソ
グ
尼
、
ル
テ
イ
・
チ

　
ユ
ァ
ソ
・
ホ
ワ
女
史
（
仏
教
会
）
、

　
ダ
ン
・
ヌ
ー
・
ラ
y
氏
（
同
）

宗
派
、
団
体
．
学
校
、
個
人
か
ら
集
っ

た
浄
財
一
三
〇
万
円
を
同
様
に
文
化
相

を
通
じ
て
贈
呈
さ
れ
た
。

’

甲　　　　濯
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認口二

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
散
っ
た

戦
犯
遺
骨
の
送
還

”
全
日
仏
ノ
中
心
で
実
現
の
運
び

　
太
平
洋
戦
争
に
よ
っ
て
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
に
猛
て
六
十
七

名
の
元
日
本
軍
人
が
逮
捕
さ
れ
、
戦
犯

と
し
て
、
ブ
ル
ド
ッ
ク
刑
務
所
な
ど
で

処
刑
さ
れ
た
こ
と
は
未
だ
耳
新
し
い
が

近
々
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
で
は
そ
の
都
市
計

画
に
基
づ
き
、
埋
葬
さ
れ
て
い
る
個
所

に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
造
物
が
建
て
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
早
急
に
同

遺
骨
の
内
地
送
還
を
実
現
せ
ざ
る
場
合

各
英
霊
は
永
久
に
遺
族
の
手
に
抱
か
れ

ず
に
、
異
郷
の
地
に
埋
れ
て
し
ま
う
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。
同
じ
日
本
人
と

し
て
こ
れ
を
放
置
し
て
お
く
こ
と
は
耐

え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
遺
家

族
の
心
情
を
察
す
る
に
洵
に
断
腸
の
思

い
が
す
る
。

　
幸
い
に
当
時
軍
に
関
係
し
、
戦
後
も

帰
国
せ
ず
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
戦
争

に
陸
軍
大
尉
と
し
て
活
躍
し
数
々
の
功

を
立
て
同
国
に
帰
化
し
た
、
西
村
正
道

賃
が
現
地
に
於
て
同
国
政
府
筋
へ
交
渉

す
る
一
方
、
日
本
に
居
る
同
氏
の
実
兄

で
あ
る
西
村
元
克
氏
を
通
じ
再
参
酌
四

現
地
に
於
け
る
交
渉
経
過
状
況
等
を
全

日
仏
へ
報
告
し
て
来
た
。
実
兄
の
西
村

氏
も
全
日
仏
を
数
度
に
亘
り
訪
れ
、
本

件
に
つ
い
て
実
現
の
運
び
に
な
る
様
努

力
し
て
ほ
し
い
旨
を
依
頼
し
て
来
た
。

な
お
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
於
て
は
す
で
に

実
弟
の
正
道
氏
も
副
委
員
長
と
し
て
加

わ
っ
て
．
同
氏
の
か
つ
て
の
上
官
で
あ

っ
た
、
旧
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
義
勇
軍
中
佐

サ
ス
ト
ロ
。
ア
ト
モ
ジ
ョ
氏
が
委
昌
バ
長

と
な
っ
て
、
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
戦
争
犠

牲
者
遺
骨
発
掘
委
員
会
」
を
組
織
し
西

部
、
東
部
ボ
ル
ネ
オ
総
叔
日
竺
V
に
嘆
願
皇
目

を
提
出
し
厚
意
あ
る
援
助
方
を
要
請
し

て
い
る
。

　
本
件
に
関
す
る
処
理
方
式
は
対
政
府

交
渉
が
筋
道
で
あ
る
が
、
目
下
の
政
情

で
は
こ
れ
が
実
現
は
甚
だ
困
難
で
あ
る

の
で
今
回
の
話
し
が
も
ち
上
っ
た
も
の

で
あ
る
。

　
全
日
仏
と
し
て
は
如
上
の
趣
旨
に
賛

意
を
表
し
近
々
「
ジ
ャ
カ
ル
タ
戦
争
犠

牲
者
慰
霊
会
」
　
（
仮
称
）
を
発
会
し
、

一
日
も
早
く
遺
家
族
の
懇
望
に
こ
た
え

る
べ
く
考
慮
中
で
あ
る
。

　
な
お
遣
族
の
一
人
で
あ
る
佐
藤
菊
江

さ
ん
（
岩
手
県
）
は
過
日
全
日
仏
へ
左

の
如
き
手
紙
を
送
っ
て
来
て
い
る
。

　
前
略
　
陳
者
わ
た
く
し
ご
と
、
佐
藤

　
源
治
（
元
陸
軍
憲
兵
曹
長
、
昭
和
二

　
三
年
九
月
二
十
二
日
ジ
ヤ
ワ
チ
ピ
ナ

　
ソ
に
て
死
刑
）
の
遺
族
の
母
で
あ
り

　
ま
す
。
今
度
新
聞
、
ラ
ジ
オ
に
て
知

　
り
ま
し
た
が
、
何
卒
一
日
も
早
く
送

　
還
実
現
が
果
し
得
ら
れ
ま
す
よ
う
心

　
か
ら
お
願
い
申
上
げ
ま
す
。
尚
只
今

遺
稿
整
理
中
（
矛
一
巻
は
出
版
済
み
）

　
で
す
が
励
み
が
出
ま
す
。
何
卒
よ
ろ

　
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
　
敬
具

制
擁
の
ウ
享
力
へ

日
本
代
表
派
遣

　
来
る
五
月
二
十
二
日
に
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
ボ
ロ
ゾ
ド
ウ
ー
ル

寺
院
に
於
い
て
ウ
エ
サ
ー
カ
祭
が
挙
行

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
各
仏
教
国
が
招

薦
幣
郵
瞬
籍
錨
離
諦

岡
市
在
住
、
曹
洞
宗
輝
光
院
住
職
）
が

派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
決
定
さ
れ
た
。

　
な
お
か
ね
て
か
ら
外
務
省
を
通
じ
て

マ
ラ
ヤ
連
邦
ク
ア
ラ
・
ル
ソ
プ
ー
ル
市

に
あ
る
日
本
禅
宗
寺
院
へ
日
本
人
住
職

の
派
遣
方
を
依
頼
さ
れ
て
い
た
が
、
こ

の
機
会
に
木
村
氏
に
現
地
の
視
察
も
依

頼
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
同
時
に
前
記
戦

犯
遣
骨
に
関
す
る
下
交
渉
も
含
ま
れ
て

い
る
。

　
な
お
木
村
氏
は
十
八
日
夜
二
三
時
五

九
分
羽
田
発
の
日
航
機
で
出
発
す
る
。

膿霧

イ
ン
ド
ネ
シ
や
戦
没
者
名
簿
を
受
取
る

木
村
氏
（
右
）
全
仏
事
務
局
で

”
千
葉
県
仏
〃

　
　
力
強
く
発
足
す

　
去
る
三
月
十
五
日
か
ね
て
幾
回
か
の

準
備
委
員
会
で
検
討
を
重
ね
て
来
た

千
葉
県
仏
教
会
の
結
成
大
会
が
干
葉
市

「
ほ
て
い
や
」
に
出
て
開
か
れ
た
。
こ

の
日
全
県
下
各
方
面
の
地
区
仏
教
会
代

表
者
及
び
準
備
委
員
等
凡
そ
五
十
名
の

人
々
が
集
り
．
野
田
市
仏
教
会
代
表
を

座
長
に
推
し
て
経
過
報
告
（
準
備
委
員

長
）
次
い
で
県
仏
会
則
案
の
審
議
を
行

っ
た
。

会
則
の
審
議
は
さ
し
て
異
論
も
な
く
原

案
通
り
可
決
さ
れ
た
が
、
本
会
の
運
営

の
基
本
と
な
る
経
費
の
問
題
に
付
て
は

三
、
四
の
方
面
か
ら
相
当
鋭
い
質
問
が

な
さ
れ
、
準
備
委
員
長
亦
従
来
の
郡
市

仏
教
会
の
実
績
及
び
旧
干
葉
県
仏
の
苦

い
経
験
に
鑑
み
切
々
と
し
て
新
県
仏
の

前
途
を
思
う
が
故
に
協
力
を
乞
う
と
の

答
弁
が
な
さ
れ
。
会
場
に
は
真
剣
な
空

気
が
流
れ
た
。

　
ま
た
役
員
の
選
出
に
つ
い
て
も
極
め

て
、
お
だ
や
か
な
空
気
の
裡
に
終
了
し

て
一
同
千
葉
県
仏
の
前
途
を
祝
す
る
万

才
を
三
唱
し
て
散
会
し
た
。

　
右
結
成
大
会
に
は
全
日
仏
本
部
よ
り

高
橋
組
織
部
長
が
出
席
し
て
祝
辞
を
の

べ
た
。

　
な
お
同
県
仏
で
は
近
く
理
事
会
を
開

い
て
会
長
以
下
の
役
員
を
推
戴
、
選
出

し
て
陣
容
を
と
と
の
え
、
い
よ
い
よ
具

体
的
な
活
動
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

　
こ
れ
で
関
東
地
方
で
は
、
全
都
県
で

組
織
が
確
立
さ
れ
た
の
で
、
今
後
の
充

実
し
た
活
動
に
大
き
な
期
待
が
か
け
ら

れ
て
い
る
。

通
訳
慰
労
の
会
開
催

　
過
般
本
邦
一
円
に
亘
っ
て
開
催
さ
れ

た
釈
尊
二
千
五
百
年
記
念
祝
典
は
盛
況

裡
に
終
っ
た
が
、
全
日
仏
で
は
去
る
四

月
十
七
日
午
後
一
時
よ
り
東
京
築
地
本

願
寺
に
同
祝
典
に
随
行
し
た
通
訳
二
十

武
名
を
招
き
激
励
労
々
慰
労
の
会
を
開

催
し
た
。
全
日
仏
か
ら
石
川
局
長
、
柳

部
長
、
通
訳
陣
か
ら
ブ
リ
ソ
ク
リ
ー
氏

野
本
浩
智
氏
ら
が
出
席
し
た
。

『
宗
教
法
人
実
務
必
携
』

　
　
（
宗
務
活
動
研
究
会
編
）

　
戦
争
中
．
宗
教
団
体
法
に
よ
っ
て
統

制
さ
れ
て
き
た
宗
教
法
人
は
、
戦
後
の

民
主
化
の
申
で
、
宗
教
法
人
令
か
ら
宗

教
法
人
法
へ
と
移
行
変
遷
し
た
宗
教
法

に
な
っ
て
混
乱
か
ら
漸
く
立
ち
な
お
っ

て
　
た
。
し
か
し
、
何
分
に
も
．
戦
前

と
は
全
く
異
な
る
基
準
と
体
系
を
も
つ

戦
後
の
宗
教
法
は
、
現
在
の
宗
教
馬
入

の
関
係
者
に
と
っ
て
、
そ
の
理
解
は
必

ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。
こ
』
に
若
干

の
混
乱
と
誤
解
を
生
む
原
因
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

　
宗
教
法
人
が
「
法
人
」
と
し
て
は
っ

き
り
確
立
さ
れ
る
必
要
は
、
い
ま
や
時

代
の
ス
ウ
勢
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
で

あ
れ
ば
、
法
人
関
係
者
が
現
在
の
宗
教

法
を
明
確
に
つ
か
む
こ
と
は
絶
対
に
必

要
な
こ
と
で
あ
る
。

　
「
宗
教
法
人
実
務
必
携
」
は
こ
の
よ

う
な
時
代
の
要
請
に
応
え
よ
う
と
し
た

努
力
の
結
晶
で
あ
る
。
編
著
者
（
桜
井

栄
駒
寄
）
は
「
は
し
が
き
」
で
本
書
は

宗
教
六
法
と
宗
教
手
牒
を
兼
ね
た
も
の

と
自
負
し
て
い
る
。
宗
教
法
の
全
般
に

亘
る
解
説
で
あ
り
、
同
時
に
詳
細
な
手

続
の
実
務
に
ま
で
及
ん
だ
親
切
な
遺
著

と
い
え
よ
う
。
　
（
定
価
入
0
0
円
、
発

行
所
東
京
都
中
野
区
鷺
ノ
宮
一
ノ
ニ
六

八
宗
教
活
動
研
究
会
）

一
あ
と
が
き

▼
祝
典
開
催
で
、
円
夜
を
分
た
ず
尽
力

さ
れ
た
各
地
の
皆
様
御
苦
労
さ
ま
で
し

た
。
ま
た
、
こ
れ
に
物
心
両
面
で
協
力

を
惜
し
ま
れ
な
か
っ
た
全
国
の
仏
教
徒

各
位
に
心
か
ら
感
謝
せ
ず
に
は
お
れ
ま

せ
ん
。
▼
チ
ペ
ツ
ト
問
題
が
．
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
を
に
ぎ
わ
し
て
い
ま
す
が
、
わ
れ
わ

れ
仏
教
徒
と
し
て
は
．
事
態
が
あ
く
ま

で
平
和
的
に
解
決
さ
れ
、
貴
重
な
仏
教

文
化
財
が
保
護
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら

祈
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

▼
い
よ
い
よ
暑
さ
に
向
い
ま
す
が
、
祝

典
の
成
果
を
生
か
し
、
地
道
に
積
み
上

げ
て
正
法
興
隆
に
一
層
精
進
し
ま
し
よ

〆

￥


